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プロジェクト概要

目的: 

• スランゴール州のモデル地域において、災害リスク理
解に基づくコミュニティ主体の防災体制を確立する。

期間：2018年6月～2022年5月（4年間）

アウトプット: 

1. スランゴール州の防災関連部局および対象コミュニ
ティが地域の災害リスクを理解する。

2. 防災関連部局とコミュニティリーダーが地域住民に
対して、災害リスク軽減に関する啓発プログラムを
実施できるようになる。

3. 防災関連部局とコミュニティの協働により、防災モ
デル活動が住民主体で実施される。



マレーシアの災害・防災体制

• 近年、特に水関連災害の頻度と被害が増加。
主な災害は土砂災害で、1989‐2009年の
間に56の土砂災害が発生し、541名が死亡。

• 2015年に「国家災害管理局」が首相府の下
に設立。続いて、スランゴール州に初めて「防
災課」が設立。

• 1997年に災害の緊急対応にかかる業務手
順書が策定されたが、防災対策の概念（リスク
軽減や備え）は含まれていない。
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プロジェクト対象地域視察・選定

地滑り

１．Batu 14, Hulu Langat district

２．Ulu Klang, Gomabak district

洪水

1. Sungai Serai, Hulu Langat district

2. Kampung Tok Muda, Kapar, Klang district
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Site 1: Batu14

FormerDepartmentofMineral  

and Geoscience Director  

(Selangor/FederalTerritories)

District JKR Engineer  

(Public WorksDept)

SDMU
SDMU

2011年5月に発生した地滑り

地滑りによって、孤児院の16人の
子供と教員が死亡。地滑りが発生
した午後２：３０に外で遊んでいた
子供たちが犠牲となった。

この周辺の土地は、多くが私有地
のため、地主によって斜面が削ら
れ農地や宅地にされることが多い。
そのため、専門家が開発を手掛け
ているわけではないので、将来的
な地滑りのリスクなどは考慮されて
いない。

2011年のこの地域での地滑りは、

こうした傾斜の危険性と前日の大
雨によって起きたと考えられる。そ
の後も開発が進み、住宅は増加傾
向にある。



Site 2: BukitAntarabangsa

1993年12月に地滑りにより、ハ

イランドタワーと呼ばれるマン
ションが崩壊し、48名が亡くなっ

た。今だに高層マンションが立ち
並んでいるが、過去の経験から
住民は地滑りのリスクや防災に
関する関心が高いが、限定的で
ある。

元々、地盤が緩いと考えられ、
1980‐90年代の開発が地滑り
のリスクを考慮されたものでは
なく、盛土形成も十分な技術を
もって行われていなかった。

1990年代からおおよそ4年に
一度の割合で地滑りが発生し
ている。



Site 3: Sungai Serai, Hulu Langat District

この地域で川面が上昇すると、多くの住宅が上昇した川面より低い土
地に建築されており、規模は大きくないが、毎年のように洪水被害が
発生している。また、洪水により浸水すると、住宅が川面より低いた
め、水が引きにくい。被害が大規模ではないため、これまで防災対策
などは行われていない。

District Engineer



Site 4: Kampung Tok Muda, Kapar

海と川の両方が近いため、満潮の
際に川面が上昇し、洪水が発生し
やすい。2010年以降、特に雨季に
は洪水が発生している。2016年に
は500世帯が被害を受け、2000人
が避難した。

住民は干潮・満潮の時期や時間に
関する情報は得ることができる。も
し、雨季と重なり注意が必要な場
合は、コミュニティリーダーから住
民へ注意喚起がなされる。

住民の中には洪水に対する不安を
表す人もいるが、特に防災対策は
行われていない。



プロジェクト活動: step1
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Output 1:スランゴール州の防災関連部局および対象コミュ
ニティが地域の災害リスクを理解する。

1. キックオフワー
クショップ：自治
体や専門家にプ
ロジェクトの説明

2. 災害被害に
関するデータ
収集

3. 災害リスクを
データから分析
し、報告書をまと
める

4. 報告書に基づ
いてリスクの説
明（レポート報
告会）その後、
自治体・コミュニ
ティリーダーへ
結果を共有



プロジェクト活動: step2
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Output 2: 防災関連部局とコミュニティリーダーが地域住民に

対して、災害リスク軽減に関する啓発プログラムを
実施できるようになる。

1. トレーニン
グモジュール
作成

2. 防災課の
職員へトレー
ナーになるた
めの研修を行
う

3. 防災課職
員から自治体
職員とコミュ
ニティリー
ダーへトレー
ナーになるた
めの研修を行
う

4. 自治体職
員とコミュニ
ティリーダー
が住民へ防
災研修を行う

5. 日本の防
災について紹
介するための
本邦研修



プロジェクト活動: step3
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Output 3: 防災関連部局とコミュニティの協働により、

防災モデル活動が住民主体で実施される。

1. 自治体職員と住
民がタウンウォッ
チングを実施

2. 防災モデル活動
を計画

3. 住民が中心と
なって防災活動を
実施

4. 他の州に防災
活動について紹介



プロジェクトチーム
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IRIDeS

防災専門家 調整プロジェクト
管理

マレーシア工科大学 (Malaysia 
Project Office)

防災専門家

スランゴール州防災課

DMU DMU



キックオフシンポジウム：2018年6月29日

参加者：合計81名(日本からは災害研、富山県立大学、仙台市から出席）

 セッション１：防災における科学技術の役割

 セッション２：自治体による経験

 セクション３：専門家会合

スランゴー州政府をはじめ、マレーシアの国家災害管理局や市
民防衛局など、防災や災害対応に関わる政府機関やNGO,学術な
ど66名、報道関係者15人、合計81人が参加



リスクを理解する

DISASTER RISK REPORT AUG 2019

• 地滑りと洪水によるリスクを“Science”（データや映
像）を用いて説明する

• 作成過程に州政府の防災担当職員も参加

• 専門家でなくても、なるべく理解しやすい内容

• 自治体や政府と災害やそのリスクについて議論す
るためのきっかけをつくる“communication tool”

• 英語とマレー語の二か国語で出版



地滑りのリスク

ULU KLANG

• 過去に行われた宅地整備のための土地開発
により、地滑りのリスクが高い。陰影起伏図に
より、農地の下にスロープがあり、災害の危険
性があることが分かる

BATU 14 HULU LANGAT

• 農地やリゾート開発のため、山が斜面として削
られ、脆弱になっている。降雨により、地滑り
のリスクがかなり高い地域も存在する。



洪水のリスク

KG TOK MUDA, KAPAR

• 多くの住居が満潮時の水面より低い地域に建
てられている。そのため、川に沿って土を盛っ
た細い道路を作り、水を防いでいるが、大雨に
より水が道路を超えて住宅地に入ってくること
が頻繁に発生するようになった。その度に、道
路が決壊したりするが、改善することなくその
ままの状態で置かれていることが多い。

KG SG SERAI, HULU LANGAT

• 川面より低い土地に多くの住居が存在する。さ
らに、川が合流する地点で、大雨により逆流が
頻繁に起こっている。



課題

データ取得

⁻ リスク把握のためのデータが不足している。そのための投資が必要。

⁻ データを理解する知識と技術が必要。

ハザードマップ作成の必要性

⁻ 国や自治体がハザードマップ作成を行うべき。

⁻ 宅地造成や土地開発にとっては、きわめて重要。

リスクコミュニケーション

⁻ コミュニティがリスクを理解することが重要。（仙台防災枠組 優先行動１）

⁻ 早期警報も合わせて整備する必要がある。



問題点

• 存在しているであろうと思われていたデータが実は存在していなかった

• 政府関係者の災害データに関する知識には限界があり、彼ら自身がどのような
災害データが存在しているのか明白ではなかった。

• 政府機関で担当者が異動になると、その後のデータ管理が不十分であった。

• 多くのデータが高気密なので、データ取得までに多くの時間と段階を要する。

Top management from JUPEMProject Team
Director 

JMG S’gor



レポートハンドオーバー
8月23日

• 93名が出席（政府、技術者、NGO,大学など。特に報告書
へのデータ提供いただいた機関を招待。）



レポート報告会：専門家による解説



知事によるプレスコンフェレンス

• スランゴール州防災課長から、スランゴー
ル州知事に報告書について説明。

• その後、プロジェクトマネージャがプロジェ
クトの概要、Dr. Khamarrulより地滑りの概
要について、知事へ説明。

• 知事から、プロジェクトへの期待が示され
た。

• 知事への説明のあと、press conferenceに
て、知事からプレスへ報告書の説明。



Press Clippings



Risk Communication Session 
ULU KLANG 3 2019年10月3日 （地滑り）

NO PRESENTER AGENDA

1
Ms Eriko Motoyama

(Project Coordinator JPP – IRIDeS KL)
About the disaster risk report

2
Dr Khamarrul Azahari

(Senior Lecturer UTMKL)
Communication risks in Ulu Klang

(landslide)

3
Dr Shohei Matsura

(JICA Expert, MJIIT UTMKL)
Community based experience from 

Japan



Risk Communication Session 
KAPAR 2019年11月14日（洪水）

NO PRESENTER Agenda

1
Luqman Md Supar

(Asistance Coordinator IRIDeS KL)
About the disaster risk report

2
Ir Dr Mohamad Hidayat Jamal

(UTM Skudai)
Communication risks in Kapar (flood)

3
Ms Eriko Motoyama

(Project Coordinator JPP – IRIDeS KL)
Community based experience from Japan



Risk Communication Session 
HULU LANGAT 2019年10月21日 （地滑り・洪水）

NO PRESENTER AGENDA

1
Ms Eriko Motoyama

(Project Coordinator JPP – IRIDeS KL)
About the disaster risk report

2
Dr Khamarrul Azahari

(Senior Lecturer UTMKL)
Communication risks in Hulu Langat

(landslide)

3
Dr Faizah Che Ros

(UTMKL)
Communication risks in Hulu Langat

(flood)

4
Associate Prof Dr Izumi Takako

(Tohoku University, Japan)
Community based experience from 

Japan

https://keio-univ.zoom.us/my/rajibshaw?pwd=WjNlNUoraEp3K3l6WUd0NEl2TDJOQT09

https://keio-univ.zoom.us/my/rajibshaw?pwd=WjNlNUoraEp3K3l6WUd0NEl2TDJOQT09


2021年活動予定

• TOTモジュール完成
• Project teamから防災課職員へトレーニング
• 防災課職員から３つの対象地域の自治体・コミュニティリーダーへトレーニング
• 本邦研修
• 自治体・コミュニティリーダーからコミュニティへワークショップ


